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北九州から輪広がる
　
飢
餓
と
部
族
抗
争
の
ソ
マ
リ
ア
か
ら
国
外
脱
出
し
た
難
民
を
救
お
う
と
日
本
国
内
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
四
団
体

が
来
年
初
め
、
ケ
ニ
ア
の
ソ
マ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
医
師
三
人
を
派
遣
し
、
本
格
的
に
援
助
活
動
を
開
始
す
る
。
北
九

州
市
に
本
拠
を
趾
く
国
際
協
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
」
　
（
仲
村
辰
五
郎
会
長
）
の
呼
び
か
け

で
具
体
化
し
た
。
参
加
す
る
支
援
団
体
の
軸
は
さ
ら
に
広
が
り
そ
う
だ
。

賢
資
金
援
助

1
0
0
0
万
円
も

　
き
っ
か
け
は
、
十
一
月
末
に

静
岡
県
御
殿
場
市
で
聞
か
れ
た

　
「
全
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集
い
」
。
こ

の
夏
、
ソ
マ
リ
ア
の
隣
国
ケ
ニ

ア
に
あ
る
ソ
マ
リ
ア
難
民
キ
ャ

ン
プ
を
視
察
し
た
「
基
金
の
会
」

の
土
井
高
徳
事
務
局
長
が
、
そ

の
惨
状
を
訴
え
、
共
同
支
援
を

呼
び
か
け
た
。

　
こ
れ
に
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
岡
山
市
）
、
国
境
な

き
奉
仕
団
（
東
京
都
）
、
立
正

佼
成
金
平
和
基
金
（
同
）
の

三
団
体
が
応
じ
準
備
が
進
ん

だ
。
さ
ら
に
二
団
体
増
え
る
予

定
。
　
こ
れ
ま
で
に
ケ
ニ
ア
に
は
ソ

マ
リ
ア
か
ら
約
二
十
七
万
人
が

避
難
。
し
か
し
、
ケ
ニ
ア
側
も

干
ば
つ
に
よ
る
水
不
足
、
医
薬

品
・
医
師
不
足
な
ど
で
多
く
の

難
民
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
と

い
う
。

　
現
地
で
の
支
援
活
動
は
十
数

力
所
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
点
在

す
る
ケ
ニ
ア
北
東
部
州
で
行

う
。
「
基
金
の
会
」
が
同
州
マ

ン
デ
ー
ラ
県
に
近
く
事
務
所
を

開
き
、
活
動
拠
点
と
す
る
計
『

一
月
に
取
り
蜀
凡
ず
医
師
二
人

を
派
遣
し
、
そ
の
後
、
さ
ら
に

医
師
う
を
追
加
派
遣
す
る
。
一

千
万
円
の
資
金
援
助
も
決
め
て

い
る
。

　
　
「
基
金
の
き
は
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
井
戸
建
設
な
ど
を
進
め

て
お
り
、
土
井
事
務
局
長
は
「
日
。

本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
歴
史
も
浅
く
単

独
で
は
ス
タ
ッ
フ
、
資
金
と
も

不
足
。
各
回
体
の
特
徴
を
生
か

し
協
力
し
て
い
け
ば
、
弱
点
を

カ
バ
ー
で
き
る
」
と
、
共
同
支

援
の
意
義
を
語
り
、
他
の
援
助

団
体
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
連
絡
先
は
、
北
九
州
市
若
松

区
高
須
西
一
ノ
ー
六
ノ
三
〇
、

ア
フ
リ
カ
欺
胃
基
金
の
会
事
務

局
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